
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 章 

管内の概要 

１ 地理的概要 

２ 構成市町村の概況 

３ 管内面積・人口及び世帯数 

４ 管轄図・消防機関所在地 

５ 消防本部及び署の組織 

 



  

 

 

１ 地理的概要 

人吉下球磨消防組合は、熊本県の最南部人吉市の、東経 130度 44分９秒、北緯 32度 13分０秒

に位置し、人吉市、錦町、相良村、五木村、山江村、球磨村の１市１町４村をもって構成してい

る。 

地理的空間は、南九州の三県庁所在地（鹿児島市・宮崎市・熊本市）のほぼ中心に位置し、南

は宮崎県と鹿児島県に隣接する広大な山地を有する盆地であり、国見岳、市房山を主峰とする山

塊に囲まれ、これらの山岳から集まった水は日本三大急流の一つである清流「球磨川」をなし、

人吉盆地を貫流し、八代海に注いでいる。この「球磨川」は、県内最大・最長の１級河川であ

り、流域面積 1,880平方キロメートル、延長 115キロメートルで、主に川辺川や万江川など 30以

上の支流が、球磨川に流れ込んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

球磨川流域下では過去、繰り返し洪水被害が発生している。中でも、1965年（昭和 40年）に発生し

た、「球磨川大水害（昭和 40年７月洪水）」では、流域市町村において家屋の損壊・流失 1,281戸、床

上浸水 2,751戸、床下 10,074戸と甚大な被害をもたらし、浸水深が戦後最大であった。 

今回の「令和２年７月豪雨」では、この浸水深を上回り戦後最大となっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 昭和 40 年７月洪水 人吉市九日町 昭和 40 年７月洪水 人吉市青井町 

人吉球磨の地形と球磨川及び主な支流 
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２ 構成市町村の概況 

第
１
章 

管内の構成市町村の概況は、次のとおりである。 
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３ 管内面積・人口及び世帯数 

管内の面積、人口及び世帯数は下表のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当組合の管轄図及び消防機関所在地は下図のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (㎢) ˲ ֥ (˲) ᶮ ˲֥ (˲) ʫₑ  ( ) 

˲ּ⁸ 21,055  31,867  33,880  15,447  

  8,504  10,443  10,766  3,835  

 9,454  4,326  4,468  1,627  

˜  25,292  1,058  1,055  497  

ῇ  12,119  3,433  3,422  1,209  

 20,758  3,540  3,698  1,436  

 97,182  54,667  57,289  24,051  

 ※令和２年４月１日現在 

 

 ４ 管轄図・消防機関所在地 

熊本県 

人吉下球磨消防組合管轄図 
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 令和２年４月１日現在の人吉下球磨消防組合の組織は、下図のとおり１本部５課、１署３課、

４分署であり、職員定数は 110名である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警防本部編成及び任務表は下図のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和２年４月１日現在） 

（令和２年４月1 日現在） 

 

 

警
防
本
部
長
（
消
防
長
）

 

警
防
副
本
部
長
（
消
防
次
長
・

危
機
管
理
監

・
中
央
消
防
署
長

） 

警 防 班 

通 信 班 

予 防 班 

１ １１９入電対応 

２ １１９トリアージ 

３ 出動指令 

４ 気象情報の収集 

１ 管内被害状況の収集 

２ 出動事案の調整及び隊編成 

３ 関係機関（自衛隊・警察・医療機関等）との連絡調整 

４ 県内外応援要請及び緊急消防援助隊等の連絡調整 

５ 警防本部の設営及び会議 

 

  

 

１ 職員の召集メール配信及び参集状況の把握 

２ 災害状況データ入力 

３ 庁舎施設の被害状況の把握と勤務体制の検討 

４ 管理者及び組合議会との連絡調整 

５ 食糧及び燃料等の調達 

１ 危険物施設等の被害状況調査及び安全措置 

２ 防火対象物の被害状況調査及び安全措置 

３ ライフラインの被害状況調査 

４ 警防本部活動記録 

（警防課、総務課） 

（通信情報課） 

（総務課、人事教養課、会計管理者） 

（予防課） 

総 務 班 

中央消防署 

１ 現場活動及び記録・報告  

  

（水防体制） 

第７条 消防長は、水災に迅速に対応するため、関係市町

村に災害対策本部が設置された場合又は消防長が必

要と認めた場合は、次の各号に定める水防体制をとるも

のとする。 

⑴ 第１水防体制 

ア 当日の勤務員で対応する。 

イ 情報収集体制を強化する。 

ウ 庁舎及び施設を防護し、水防資器材の準備を行う。 

エ 必要に応じ、消防本部幹部職員を召集し、警戒本部 

を設置する。 

⑵ 第２水防体制 

ア 人吉下球磨消防組合警防本部運営規程に基づく警

防本部を設置する。ただし、警防本部設置前に警戒本

部が設置されている場合は、警防本部の設置に伴い

自動的に移行するものとする。 

イ 必要に応じ、非番職員、課長補佐以上の職員、分署

長及び本部職員を召集し体制を強化する。 

⑶ 第３水防体制 

ア 全職員を召集する。 

イ 前号の体制を強化する。 

※人吉下球磨消防組合水災警防規程から抜粋 
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